













今日、経済は不安定であり、若年期労働力は減少を続け、日本人の平均年齢は昭和 55(1980) 年の 33.9























表１　大都市の高齢化率の推移 ( 国勢調査 )
　表１は日本の高齢化率が７％を上回り、高齢化社会に到達した 1970 年以降の政令市の高齢化率の推
1970 年 1975 年 1980 年 1985 年 1990 年
札 幌 市 4.6 5.3 6.1 7.5 9.1 
仙 台 市 5.2 5.7 6.3 7.3 8.8 
千 葉 市 4.2 4.2 5.0 6.0 7.4 
東京都特別区 5.2 6.5 8.0 9.5 11.2 
横 浜 市 4.5 5.1 6.2 7.3 8.6 
川 崎 市 3.7 4.3 5.3 6.8 8.0 
名 古 屋 市 5.2 6.3 7.1 8.8 10.3 
京 都 市 7.5 8.9 10.4 11.4 12.7 
大 阪 市 5.9 7.5 9.5 10.3 11.7 
神 戸 市 6.5 7.6 8.6 10.1 11.5 
広 島 市 5.7 6.3 7.5 8.4 9.8 
北 九 州 市 5.9 7.2 9.0 10.3 12.7 
福 岡 市 5.4 6.0 6.6 7.8 9.1 
全 国 7.1 7.9 9.1 10.3 12.0 
平均年齢全国 31.5 32.5 33.9 35.7 37.6 
（続き） 1995 年 2000 年
15 歳未満 65歳以上 75歳以上 15歳未満 65歳以上 75歳以上
札 幌 市 15.6 11.5 4.2 13.6 14.4 5.6 
仙 台 市 16.3 10.8 3.8 14.6 13.2 5.1 
千 葉 市 15.2 9.4 3.5 14.0 12.6 4.5 
東京都特別区 12.0 13.7 5.3 11.1 16.4 6.5 
横 浜 市 14.4 10.0 3.6 13.9 13.9 5.1 
川 崎 市 14.9 11.0 4.0 13.7 12.4 4.5 
名 古 屋 市 15.2 12.7 4.8 14.0 15.6 6.0 
京 都 市 13.7 14.6 6.2 12.7 17.2 7.4 
大 阪 市 13.5 14.1 5.3 12.6 17.1 6.5 
神 戸 市 15.7 13.5 5.0 13.8 16.9 6.5 
広 島 市 16.6 11.9 4.7 15.4 14.2 5.9 
北 九 州 市 15.4 15.7 6.0 13.9 19.2 7.8 
福 岡 市 16.0 11.0 4.2 14.2 13.3 5.3 
全 国 15.9 14.5 5.7 14.6 17.3 7.1 



















2000 年の国勢調査である。北九州市の場合は、人口減は 1985 年から始まり、若年人口と高齢人口の逆
転は 1995 年の国勢調査の時点であり、政令市の中では京都市、大阪市と同時期であるが、その後の高









0～ 14歳 15～ 64歳 65歳以上 75歳以上再掲
実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比 実数 構成比
1965 1042388 268652 25.8 723752 69.4 49984 4.8 13149 1.3 
1970 1042321 248849 23.9 731769 70.2 61703 5.9 17008 1.6 
1975 1058058 253730 24.0 727539 68.8 75935 7.2 23250 2.2 
1980 1065078 246184 23.1 725073 68.1 92691 8.7 30489 2.9 
1985 1056402 223518 21.2 723711 68.5 108757 10.3 39967 3.8 
1990 1026455 182798 17.8 709516 69.1 130423 12.7 51047 5.0 
1995 1019598 156649 15.4 701664 68.8 160584 15.7 61593 6.0 
2000 1011471 140202 13.9 675675 66.8 194250 19.2 78472 7.8 








札幌市、福岡市は 1985 ～ 1990 年の転入者数を年齢階級別 1990 年人口で割った比率
1975 年 1980 年 1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2001 年
札 幌 市 22,406 21,046 13,466 20,598 11,697 5,177 7,186
仙 台 市 3,554 6,574 -339 593
千 葉 市 -1,533 3,613 4,944
東京都特別区 -125,897 -84,553 -17,356 -63,805 -33,163 37,366 49,045
横 浜 市 12,084 4,964 28,561 17,925 1,557 4,137 9,907
川 崎 市 -5,669 -5,085 7,552 5,855 -2,169 16,073 23,121
名 古 屋 市 -19,430 -15,231 -2,197 -11,699 -10,232 512 469
京 都 市 -9,867 -4,259 -4,121 -7,034 -924 -2,775 -2,012
大 阪 市 -50,754 -31,492 -7,782 -20,218 1,868 1,273 9,260
神 戸 市 -3,665 -4,947 6,113 9,229 -40,254 6,490 7,696
広 島 市 6,855 6,113 1,889 1,038 -261 -372
北 九 州 市 -2,850 -6,053 -7,774 -6,778 -2,154 -3,291 -3,702
福 岡 市 11,285 6,849 7,235 3,766 1,399 3,156 6,098
札　幌　市 福　岡　市 ( 参考 )
北九州市の 90～ 95年
の人口増減率男　性 女　性 男　性 女　性
 ５～９ 歳 15.6 20.0 15.5 20.2  -10,468 （ -17.2）
10 ～ 14 歳 11.0 11.9 11.6 12.8  -10.831 （ -15.3）
15 ～ 19 歳 27.1 28.6 21.3 23.3  -11,442 （ -13.8）
20 ～ 24 歳 47.3 74.9 35.3 45.7  11,207 （ 17.0）
25 ～ 29 歳 27.9 36.9 24.9 34.6  3,236 （  5.4）
30 ～ 34 歳 19.6 27.9 17.4 26.0  -1,943 （ -3.2）
35 ～ 39 歳 15.5 21.0 13.3 17.7  -13,564 （ -18.2）
40 ～ 44 歳 18.8 24.5 15.5 17.2  -16,059 （ -18.0）
45 ～ 49 歳 14.9 17.9 10.6 10.4  11,553 （  15.2）
50 ～ 54 歳 12.0 13.3 8.8 7.6  4,691 （   6.8）
55 ～ 59 歳 12.5 11.5 10.5 7.4  -2,108 （ -3.0）
60 ～ 64 歳 15.2 9.8 9.7 6.9  6,577 （  10.9）
65 ～ 69 歳 8.6 6.7 8.6 7.0  10,688 （  23.1）
70 ～ 74 歳 8.3 5.8 10.3 7.1  8,927 （  26.9）
75 ～ 79 歳 12.4 8.0 14.4 10.7  2,066 （   7.9）
80 ～ 84 歳 18.5 10.0 22.2 11.5  4,520 （  29.3）
85 ～ 89 歳  2,702 （  39.4）
90 ～ 94 歳    918 （  41.6）
95 ～ 99 歳    301 （  86.2）
100 歳以上     39 （ 150.0）
表 4　札幌市、福岡市の年齢別転入率及び北九州市の人口増減率
－65 －
　表 4は 10年以上以前のデータであるが、札幌市と福岡市の転入者の 5歳階級別転入率を示している。
これによると転入者の年齢構成が 15～ 29歳に集中していることがわかる。特に札幌市も福岡市も 20





　表５に示した 2000 年の統計では対前年度比で札幌市が 9,754 人 (5.4‰ ) 増であり、福岡市は
10,044 人（7.5‰ ) 増であるし、仙台市、京都市、広島市等の社会減の都市もこれを自然増が上回るこ
とにより人口増加を示している。北九州市のみが社会減を自然増が下回ることによる人口減を示してい
るのである。




札 幌 市 5.4 3.0 2.4
仙 台 市 4.8 － 0.0 4.8
千 葉 市 8.4 4 4.3
東 京 都 区 部 8.3 7.5 0.8
川 崎 市 8.9 3.5 5.4
横 浜 市 8.8 4.7 4.1
名 古 屋 市 2.9 0.2 2.7
京 都 市 0.8 － 0.3 1.2
大 阪 市 1.6 0.5 1.1
神 戸 市 6.0 4.4 1.5
広 島 市 3.6 － 0.6 4.2
北 九 州 市 － 2.8 － 3.2 0.5
福 岡 市 7.5 3.6 3.9
　2002 年
( 前年 10～ 9月 )
　2003 年
( 前年 10～ 9月 )
自然動態
自 然 増 加 ( 人 ) 478 -389 
自然増加率 (‰ ) 0.48 -0.39 
出 生 数 ( 人 ) 9,106 8,739 
出 生 率 (‰ ) 9.09 8.75 
死 亡 数 ( 人 ) 8,628 9,128 
死 亡 率 (‰ ) 8.61 9.14 
社会動態
社 会 増 加 ( 人 ) -3,020 -2,928 
社会増加率 (‰ ) -3.61 -2.92 
転 入 者 数 ( 人 ) 52,687 51,247 
転 入 率 (‰ ) 52.43 51.30 
転 出 者 数 ( 人 ) 56,330 54,175 
転 出 率 (‰ ) 56.06 54.23 
人 口 増 減 ( 人 ) -2,542 -3,317 
表６　北九州市の人口自然動態
－66 －
　さらに表 6には、北九州市の 2002 年、2003 年の社会動態と自然動態を示した。これから明らかな
通り、自然動態は 2002 年では 478 人の自然増であるが、2003 年には 389 人の自然減に転じている。











　表 7は 1970 年以降の政令市の 1世帯当たりの人員数の推移を示している。1970 年、1975 年は大
部分の都市が 3人台であるが、1980 年以降には 2人台の都市が多くを占めるようになる。その中で北














表９ 年齢区分別単身高齢者数 ( 単独世帯の内訳 )
2000 年国勢調査に第一次基本集計結果より作成
1970 年 1975 年 1980 年 1985 年 1990 年 1995 年 2000 年
札 幌 市  3.24  2.96  2.75  2.72  2.59  2.45  2.33
仙 台 市  3.40  3.14  2.90  2.85  2.69  2.51  2.39
千 葉 市  3.54  3.36  3.17  3.12  2.92  2.71  2.55
東京都特別区  3.09  2.82  2.58  2.52  2.38  2.27  2.13
横 浜 市  3.36  3.11  2.76  2.69  2.52  2.39  2.30
川 崎 市  3.48  3.29  3.00  2.91  2.75  2.62  2.50
名 古 屋 市  3.53  3.28  2.96  2.90  2.72  2.56  2.42
京 都 市  3.37  3.07  2.81  2.77  2.65  2.50  2.37
大 阪 市  3.34  3.06  2.82  2.70  2.50  2.35  2.22
神 戸 市  3.41  3.19  2.96  2.89  2.74  2.65  2.46
広 島 市  3.22  3.11  2.86  2.82  2.68  2.55  2.45
北 九 州 市  3.51  3.27  3.03  2.95  2.79  2.62  2.48
福 岡 市  3.29  3.00  2.74  2.68  2.52  2.36  2.24
総数
親族人員
1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上
世 帯 数 134,758 39,368 54,745 19,998 9,283 6,148 3,691 1,525
構 成 比 100.0 29.2 40.6 14.8 6.9 4.6 2.7 1.1 
世 帯 人 員 310,471 39,368 109,633 60,080 37,155 30,757 22,168 11,055
構 成 比 100.0 12.7 35.3 19.4 12.0 9.9 7.1 3.6 
65 歳以上親族人員 182,187 39,368 85,677 29,541 12,167 7,630 5,306 2,498
構 成 比 100.0 21.6 47.0 16.2 6.7 4.2 2.9 1.4 
総数 65～ 69歳 70～ 74歳 75～ 79歳 80～ 84歳 85歳以上
65 歳以上の単身者 39,122 10,967 10,627 9,002 5,383 3,143
男 性 9,250 2,996 2,603 1,843 1,095 713
女 性 29,872 7,971 8,024 7,159 4,288 2,430
構 成 比
男 性 23.6 28.2 24.5 20.5 20.3 22.7
女 性 76.4 72.7 75.5 79.5 79.7 77.3
未婚者からなる世帯 100 44 26 20 8 2
男 性 11 5 4 2 ─ ─
女 性 89 39 22 18 8 2
－68 －
2.　女性の労働力率
表 10　北九州市の就業率 (15 歳以上 )
2000 年国勢調査より作成
表 11　女性の労働力率の推移 (15 歳以上 )
国勢調査より作成
　表 10及び 11 には女性の労働力率を示した。表 10の 2000 年国勢調査によると北九州市の男性と




















総数 869,925 481,698 452,085 384,167 54,322 7,240 6,356 29,613 
男 405,777 279,200 260,358 250,222 2,514 4,012 3,610 18,842 
女 464,148 202,498 191,727 133,945 51,808 3,228 2,746 10,771 
構　　　　　　　成　　　　　　比
総数 100.0 55.4 52.0 44.2 6.2 0.8 0.7 3.4 
男 100.0 68.8 64.2 61.7 0.6 1.0 0.9 4.6 
女 100.0 43.6 41.3 28.9 11.2 0.7 0.6 2.3 
全　　国 北九州市
1975 年 46.2 38.4
1980 年 46.9 39.5
1985 年 47.7 40.9
1990 年 48.4 42.5
1995 年 49.1 44.4




















び 15～ 49 歳の女性の構成比が低い名古屋市では、自然動態はプラスである。このことは、必ずしも
15～ 49歳の女性人口が少ないことが自然減を生じる全ての要因ではないことを示唆している。
表 12  政令市の女性人口構成と平均年齢
2000 年国勢調査より作成
　自然減の要因として 15～ 49 歳の女性人口が少ないことに加え、出生率の低下が考えられるが、その
総人口 平均年齢
女　　　　　　　　　　性
15～ 49歳 構成比 女性全体の平均年齢
札 幌 市 1,822,368 40.1 475,920 26.1 41.2 
仙 台 市 1,008,130 38.4 268,856 26.7 39.5 
千 葉 市 887,164 39.7 214,810 24.2 40.5 
東京都区部 8,134,688 41.8 2,003,093 24.6 43.0 
川 崎 市 1,249,905 38.8 312,799 25.0 39.7 
横 浜 市 3,426,651 40.1 828,514 24.2 41.0 
名 古 屋 市 2,171,557 40.7 512,216 23.6 41.8 
京 都 市 1,467,785 41.3 356,022 24.3 42.9 
大 阪 市 2,598,774 41.8 618,098 23.8 43.0 
神 戸 市 1,493,398 41.4 363,556 24.3 42.5 
広 島 市 1,126,239 39.6 281,251 25.0 40.7 
北 九 州 市 1,011,471 42.6 229,878 22.7 44.2 




























全 国 北 九 州 市
歳    　 
年 1975 1980 1985 1990 1995 2000 1975 1980 1985 1990 1995 2000 
15 ～ 19歳 98.6 99.0 98.9 98.2 98.9 99.1 98.3 98.6 98.6 98.2 98.6 98.8
20～ 24歳 69.2 77.7 81.4 85.0 86.4 88.1 69.6 77.7 80.4 84.9 85.6 87.0
25～ 29歳 20.9 24.0 30.6 40.2 48.0 54.0 25.1 27.7 33.7 42.7 50.1 54.0
30～ 34歳 7.7  9.1 10.4 13.9 19.7 26.4 9.6 12.2 13.6 17.0 23.0 29.1
35～ 39歳 5.3  5.5 6.9  7.5 10.0 13.9 6.3 7.4 9.3 10.3 13.0 16.8
40～ 44歳 5.0  4.4 4.9  5.8 6.7  8.6 5.7 5.6 6.7 8.1 9.5 11.3
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